
























３点を置けばよい｡ ２点を光らせるには, ランプの芯や蝋燭も考えられるが, 凸面鏡で太
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 末松1987；滋賀大学における天文教育, 天文月報, 80, 168-173, 椿都生夫と共著｡
 薮内1979；現代天文学講座おりこみ月報, 恒星社｡
 薮内1972；中国の科学と日本, 朝日新聞社｡
 橋本1980；薮内清責任編集, 科学の名著２, 中国天文学・数学集, 橋本敬三訳・周髀算経, 朝日出版｡
ノーモンによる南北軸決定精度と国分寺遺跡での
活断層による方位変動

























が取れれば, 山越えできる｡ 斜面の上がり降りでは, ２点
の重なりは垂線上に２点が乗ることと定義しておく｡
山越えを避けるために, 角度目盛のついた天文用の渾天儀 (山田1975)(５) を使うことも
できる｡ このように測量と天文学は密着していた｡
３. インディアンサークル法の誤差
ノーモンの利用では２つの問題がある｡ 誤差の原因には１) 棒の垂直性, ２) 投影面の
水平性, ３) 午前の太陽赤緯と午後の太陽赤緯の異
なり, ４) 半影を伴うため棒の影がぼやけること,









 山田1975；薮内清責任編集, 世界の名著続１中国の科学, 中央公論社, 山田慶児・坂出祥伸・薮内清共訳
晋書天文志｡









光学は元以前にすでに墨子 (BC480-390, 四分暦のころ) (薮内1996)(７), 荘子 (BC370-














ばよい｡ 試行例の写真をしめす (図４)｡ 眩しす
ぎるのが問題だが, 桧の小枝をかざして減光して
太陽観測していた風習を写真家小川光三は想念し,










る (古川2009, 内田1984)(14)(15)｡ 平城京は西へ21分06秒プラスマイナス67秒で, 平安京は
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 薮内1996；墨子, p.232, 東洋文庫, 平凡社｡
 横尾1996；宇宙 now誌, p.4-7, 西はりま天文台｡
 同1997；日本科学史学会, 京都 IAU JDP17-006P｡
 同2001；東洋天文学史国際会議, 河北省台｡












奈良時代に勅令 (741) で全国に国分寺68寺が一斉に置かれて, そのときの南北軸が地




ある｡ たとえば武蔵国分寺 (東京都国分寺市と府中市) は立川断層から５kmの近くにあ





























































平城京は福井県小浜市の遠敷 (おにゅう) と同じ経度上にある｡ 遠敷は古い寺や神社の
ある神聖ゾーンである｡ 東大寺で行われる修二会のおわりごろの３月12日に二月堂の下に
ある若狭井から霊水を汲み上げて本尊に備える‘お水取り’の行事の言い伝えによれば,
霊水は遠敷の川から地下を通って来た水であると東大寺要録 (12世紀初め) にある (伊藤
1980)(17)｡ 山越えでも延長できる手段があるのだから, 100km 離れた場所であっても, 意
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 伊藤1980；ペルシア文化渡来考, ちくま学芸文庫｡










































分, ６分, 30分ずれているので, スペンスは使用した周極星の対の才差運動による悪化と
している (Spence2000, Rowlins2001)(18)(19)｡
伊藤義教はお水取りとイランのカナート (地下水路) 工事のようなものとの関連を示唆







平城京から長岡京, 平安京に北進するとき, 木津側左岸の飯岡遺跡 (高地性弥生住居跡
で倭国大乱に想定されるもの) が丘の上なので, その丘を経由して測量した可能性がある｡




ない｡ ノーモンでは行えないが, 渾天儀には角度の刻みがある｡ 渾天儀は測量につかわれ
― ―119
 Spence2000；Nature, 408, 320-324.
 Rowlins. K2001；Nature, 412,699. Pickering, K.と共著｡
 藤田2006；藤田昭彦, 旗振り山, ナカニシヤ出版｡






かげ, アーミラリー (渾天儀) 集団は渾天説宇宙論をかかげて, 両者激しく論争したとい

















乗り越えられる｡ 高精度が保証されたから, 奈良時代に全国に一斉につくられて, それら
の地盤に南北方位を刻印した68の国分寺での南北軸を発掘して測定すれば, 偏位をおこし
た活断層についての情報がとりだせる｡
Accuracy of north-south orientation by Indian circle method of gnomon and
the displacements of kokubunji temples by active faults.
by Hiromitsu YOKOO
(Chiba University of Commerce)
― Abstract ―
The Indian circle method was used to know the north-south orientation in ancient
worlds. The astronomical high accuracy of gnomon needs pinhole type projection
apparatus. Another type of observation is possible. The observation uses naked eyes
to see reflected images of sun by water surface. The accuracy of survey projects
building capitals in ancients Japan is analyzed to show their north-south orientation
errors. Fantastic connection between Heijokyo and Wakasa holly zones, 100km apart,
are examined.
The global displacement during 1000 years is estimated. The extension of the base
line is easily possible by use of several concaved mirrors reflecting sunlight as a
bright spot in the mirror.
We propose to measure north-south orientatios of 68 Kokubunji temples builed at
1000 years ago by the order of the Japanese emperor. They had been printed on the
ground. Their displacement occurred by the active faults near the temples during
1000 years.
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